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第１２回地域部会 兼 第１２１回月例会概要

　（１）事業経過報告等･･･････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演Ⅰ　「高知新港へのクルーズ船の寄港と地域活性化」

　　　　　　　　　株式会社 四銀地域経済研究所

　　　　　　　　　　代表取締役社長　　岩井　俊介　氏

　　　　講演Ⅱ　「能登半島地震の教訓と南海トラフ地震への備え」

　　　　　　　　　高知大学 教育研究部

　　　　　　　　　　自然科学系 理工学部門 教授　　原　忠　氏

 

第１２２回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･･･････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「日本内航コンテナ船協会設立 ～内航コンテナ輸送の現状～」

　　　　　　　　一般社団法人 日本内航コンテナ船協会

　　　　　　　　　会長　　井本　隆之　氏

　

事　業　報　告

　新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に関わる航行安全対策検討････････････

　（第一段階）調査第１回委員会

　LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討調査（播磨地区）第２回委員会･･･････

　大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境構築に関する調査研究･･････････････････

　第１回検討部会

　LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討調査（大阪湾地区）第２回委員会･････

　神戸空港整備事業に伴う航行安全対策検討調査第１回委員会･･････････････････････

　南海トラフ地震臨時情報発表時における対応状況の検証と課題に関する調査研究････

　第２回委員会
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会　務　報　告

　第１２２回業務運営会議 ････････････････････････････････････････････････････

　第１２３回業務運営会議 ････････････････････････････････････････････････････

　第４２回通常理事会････････････････････････････････････････････････････････

船舶交通随感

　第２７回　徳島小松島港内の衝突事故に関する一考 ････････････････････････････

事務日誌抄･･･････････････････････････････････････････････････････････････

お知らせ･･････････････････････････････････････････････････････････････････

　・会員名簿の訂正について
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第１２回地域部会 兼 第１２１回月例会概要

１　日　　　時　　令和７年１０月２２日（水）１５:００～１７:００

２　場　　　所　　高知市　高知城ホール　２階　くすのきの間

３　出　席　者　　４６名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　　Ⅰ　株式会社 四銀地域経済研究所

　　　　　　　　代表取締役社長　岩井　俊介 氏により

　　　　　　　『高知新港へのクルーズ船の寄港と地域活性化』と題し、講演が行われた。

　　　　　　Ⅱ　高知大学 教育研究部

　　　　　　　　自然科学系 理工学部門 教授　原　忠 氏により

　　　　　　　『能登半島地震の教訓と南海トラフ地震への備え』と題し、講演が行わ

　　　　　　　れた。
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≪第１２回地域部会 兼 第１２１回月例会講演資料≫
　　

高知新港へのクルーズ船の寄港と地域活性化

　　　　 　

　　
 

講師　株式会社 四銀地域経済研究所　　　
代表取締役社長　 岩井　俊介　氏
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≪第１２回地域部会 兼 第１２１回月例会講演資料≫
　　

能登半島地震の教訓と南海トラフ地震への備え

　　　　 　

　　
 

講師　高知大学 教育研究部　　　　　　　　　　    
　　　　　　　　自然科学系 理工学部門 教授　原　忠　氏
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第１２２回月例会概要

１　日　　　時　　令和７年１１月１９日（水）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター11階　1103-1104会議室

３　出　席　者　　２０名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　　一般社団法人日本内航コンテナ船協会 会長　井本 隆之 氏による「日本内航

　　　　コンテナ船協会設立 ～内航コンテナ輸送の現状～」と題し、講演が行われた。
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≪第１２２回月例会講演資料≫
　　

日本内航コンテナ船協会設立 ～内航コンテナ輸送の現状～

　　　　 　

　　
 

講師　一般社団法人日本内航コンテナ船協会　 
会長　井本 隆之　氏
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事 業 報 告
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新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に関わる

航行安全対策検討（第一段階）調査　第１回委員会

１　日　　　時　　令和７年１０月２８日（火）１３：３０～１６：００

２　場　　　所　　神戸駅前研修センター 3階　307号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）海上工事の施工計画について

　　（３）神戸港の航行環境について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案）

　　（２）検討資料委１－２ 施工計画の概要（第1分冊）（案）

　　（３）検討資料委１－３ 施工計画の概要（第2分冊）（案）

　　（４）検討資料委１－４ 神戸港の航行環境（案）

　　席上配付資料

　　　第１回委員会 検討資料の正誤表

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の阪神高速道路株式会社 建設事業本部 神戸建設部 部長 糸川 

　　智章 様より挨拶が行われた。

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、委員長の選任を行い、古莊 雅生 

　　委員が委員長に選任された。以後委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正

　　することを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：ｗeb会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　古　莊　雅　生　　神戸大学名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　石　黒　一　彦　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　三　原　重　輝　　三菱重工業(株)神戸艦船部船渠長 ※

　　〃　　　　芝　本　　　明　　川崎重工業(株)神戸造船工場基幹職 ※

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　石定　正則　専務理事)

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　石　田　竜　也　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　久保　信治　業務委員)

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　神戸起重機船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　福元　智也　業務委員)

　　〃　　　　安　岡　正　雄　　協同組合神戸タグ協会理事長

　　〃　　　　森　本　泰　暢　　兵庫県倉庫協会会長

　　〃　　　　須　藤　明　彦　　神戸海運貨物取扱業組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　船引　雅彦　専務理事)

　　〃　　　　谷　内　政　彦　　神戸サイロ協議会事務局幹事

　　〃　　　　上　村　　　良　　全国内航タンカー海運組合関西支部事務局長

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　吉　岡　幸　治　　神戸港湾労働組合協議会議長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　昭徳　事務局長)

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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委　　　員　　山　下　裕　久　　ジャンボフェリー(株)取締役船舶部長

　　〃　　　　成　尾　和　也　　宮崎カーフェリー(株)運航管理者

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　汐﨑　耕輔　関西支店 海務監督 副運航

　　〃　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　〃　　　　隅　田　　　等　　神戸港はしけ運送事業協同組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　阿宮　信人　航行安全部会委員)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　大和　晋　専務理事)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　中島　由貴　航行安全部会委員)

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　久内　和彦　航行安全課専門官)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　南　純平　航行安全課第二海務係長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　堀辺　哲雄　安全計画課長)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　岡　村　知　則　　神戸運輸監理部海事振興部長

　　〃　　　　小　嶋　省　一　　神戸市港湾局副局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　村井　宏一　海務課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　藤元　功　港湾計画課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　細谷　貴　港湾計画課係長)

オブザーバー　　市　岡　章　伸　　シェルルブリカンツジャパン(株)神戸事業所業務

　　〃　　　　山　下　武　常　　ＥＮＥＯＳ(株)神戸油槽所長

　　〃　　　　満　井　　　滋　　セントラル・タンクターミナル(株)神戸事業所長

　　〃　　　　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西エリア統括マネージャー

　　〃　　　　中　野　達　彦　　　　　　〃　　　　神戸港グループリーダー

委　託　者　 （阪神高速道路株式会社 建設事業本部 神戸建設部）

　　〃　　　　糸　川　智　章　　部長

　　〃　　　　瀬　川　利　明　　次長

　　〃　　　　流　田　寛　之　　企画課課長

　　〃　　　　玉　田　和　也　　企画課課長代理

　　〃　　　　髙　橋　祐　史　　湾岸西伸第二建設事業所所長

　　〃　　　　今　田　勝　昭　　　　　　　〃　　　　　担当課長

管理者)

ﾁｰﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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委　託　者　　曽　我　恭　匡　　湾岸西伸第二建設事業所課長代理

　　〃　　　　福　岡　純　一　　　　　　　〃　　　　　担当

　　〃　　　　梶　山　千　穂　　　　　　　〃　　　　　担当

関係事業者　（近畿地方整備局 神戸港湾事務所）

　　〃　　　　桑　原　賢　二　　技術企画官

　　〃　　　　佐々木　利　章　　第三建設管理官室先任建設管理官

　　〃　　　　松　田　智　太　　　　　〃　　　　建設管理官

　　〃　　　　武　智　　　新　　　　　〃　　　　係員

　　〃　　　　北　澤　健　二　　第二工務課課長

　　〃　　　　山　根　綾　美　　　　〃　　工事検証係長

関係事業者　（近畿地方整備局 浪速国道事務所）

　　〃　　　　藤　原　克　也　　副所長

　　〃　　　　永　見　晃　之　　大阪湾岸道路整備推進室事業対策官

　　〃　　　　森　田　　　功　　　　　　　〃　　　　　建設専門官

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討調査（播磨地区）

第２回委員会

１　日　　　時　　令和７年１１月１１日（火）１４：００～１５：５０

２　場　　　所　　神戸駅前研修センター 3階　307号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要（案）について

　　（２）事業計画の概要（修正版）について

　　（３）StSガイドラインの概要（修正版）について

　　（４）自然環境、航行環境（修正版）について

　　（５）バンカリング実施場所におけるガイドラインに準拠した確認（修正版）について

　　（６）LNGバンカリング事業に係る航行安全対策（地域特性等による追加事項）について

　　（７）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 第1回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委２－２ 事業計画の概要（修正版）（案）

　　（３）検討資料委２－３ StSガイドラインの概要（修正版）（案）

　　（４）検討資料委２－４ 自然環境、航行環境（修正版）（案）

　　（５）検討資料委２－５ バンカリング実施場所におけるガイドラインに準拠した

　　　　　　　　　　　　　 確認（修正版）（案）

　　（６）検討資料委２－６ 航行安全対策（案）

　　（７）検討資料委２－７ 報告書構成（案）

　　（８）参考資料委２－１ 第1回委員会における主な指摘事項及びその対応

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、岩瀬 潔 委員長により議事が進め

　　られた。閉会にあたり委員長より挨拶が行われた後、委託者の大阪ガスインターナ

　　ショナルトランスポート株式会社 技術部長　山田 裕久 様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正

　　することを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　橋　本　孝　亮　　　内海水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　滝　浦　文　隆　　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　中　川　　　悟　　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　大　東　洋　治　　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　堀　川　満　弘　　　小豆島フェリー(株)代表取締役社長

　　〃　　　　水　田　裕一郎　　　姫路港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　丸尾　洋一　専務理事)

　　〃　　　　山　田　基　嗣　　　東播港運協会会長

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　相馬　洋　企画調整官)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　前田　竜之介　航行安全課海務第二係)

　　〃　　　　佃　　　長　門　　　姫路海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　川端　成記　次長)

　　〃　　　　宮　川　卓　也　　　加古川海上保安署長

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　黒　澤　　　茂　　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　籔内　直也　船舶安全環境課長)

　　〃　　　　宇　野　文　章　　　兵庫県土木部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　奥宮　英治　港湾課副課長)

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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委　託　者（大阪湾LNGシッピング（株）およびその出資者）

　　　　　　＜大阪ガスインターナショナルトランスポート（株）＞

　　〃　　　　山　田　裕　久　　技術部長

　　〃　　　　高　橋　秀　真　　技術部

　　　　　　＜阪神国際港湾(株)＞

　　〃　　　　栗　林　佑貴恵　　企画部係長

　　　　　　＜ＮＳユナイテッドタンカー(株)営業部＞

　　〃　　　　小　林　　　稔　　常務取締役

　　〃　　　　今　岡　孝　之　　営業部長

　　　　　　＜ＮＳユナイテッドタンカー(株)船舶部＞

　　〃　　　　藤　丸　美　幸　　取締役船舶部長

　　〃　　　　田　畑　晴　久　　船舶部部長代理

　　〃　　　　横　山　　　幹　　　〃　部長代理

　　〃　　　　洲　鎌　洋　康　　　〃　部長代理

関　係　者（大阪ガス(株)）

　　〃　　　　天　辰　弘　二　　　海事担当部長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　伊　藤　　　格　　(株)日本海洋科学コンサルタント事業本部参与

　　〃　　　　高　橋　浩　子　　　　　　　〃　　ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ神戸支店支店長代理

　　〃　　　　岡　嶋　祥　子　　　　　　　〃　　ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ神戸支店コンサルタント

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境の構築に関する調査研究

第１回検討部会

１　日　　　時　　令和７年１１月２０日（木）１４：００～１５：００

２　場　　　所　　神戸海難防止研究会会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）AISデータ解析方針について

　　（２）港湾計画等の留意点について

５　資　　　料

　　（１）検討資料検１－１ AISデータ解析方針（案）

　　（２）検討資料検１－２ 港湾計画等の留意点（案）

６　議　　　事

　　　事務局より出席者の確認及び資料の確認を行った後、山田 多津人 部会長より議事が

　　進められた。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

部　会　長　　山　田　多津人　　海上保安大学校教授

委　　　員　　長　澤　　　明　　海上保安大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海技大学校教授 ※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　朝　藤　　　健　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　進　藤　正　士　　近畿旅客船協会安全対策委員

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　久内　和彦　航行安全課専門官)

　　〃　　　　宮　本　勝　通　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　今井　征司　次長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　商船三井マリテックス(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　研究員

　　〃　　　　福　居　華　子　　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　アソシエイト

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討調査（大阪湾地区）

第２回委員会

１　日　　　時　　令和７年１２月１５日（月）１４：００～１６：１０

２　場　　　所　　神戸駅前研修センター 3階　307号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要（案）について

　　（２）事業計画の概要（修正版）について

　　（３）StSガイドラインの概要（修正版）について

　　（４）自然環境、航行環境（修正版）について

　　（５）バンカリング実施場所におけるガイドラインに準拠した確認（修正版）について

　　（６）LNGバンカリング事業に係る航行安全対策（地域特性等による追加事項）について

　　（７）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 第1回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委２－２ 事業計画の概要（修正版）（案）

　　（３）検討資料委２－３ StSガイドラインの概要（修正版）（案）

　　（４）検討資料委２－４ 自然環境、航行環境（修正版）（案）

　　（５）検討資料委２－５ バンカリング実施場所におけるガイドラインに準拠した

　　　　　　　　　　　　　 確認（修正版）（案）

　　（６）検討資料委２－６ 航行安全対策（案）

　　（７）検討資料委２－７ 報告書構成（案）

　　（８）参考資料委２－１ 第1回委員における主な指摘事項及びその対応

　　（９）参考資料委２－２ StSガイドライン

　　（10）参考資料委２－３ StSガイドライン 新旧対照表（改訂部分のみ）

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、岩瀬 潔 委員長により議事が進めら

　　れた。閉会にあたり委員長より挨拶が行われた後、委託者の大阪ガスインターナショ

　　ナルトランスポート株式会社 技術部長　山田 裕久 様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　滝　浦　文　隆　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　川　橋　利　明　　全国内航タンカー海運組合関西支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　進　藤　正　士　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　荒　川　和　音　　大阪海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松野　佳幸　事務局長)

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　西　　　豊　樹　　大阪港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　桝谷　英樹　常務理事)

　　〃　　　　安　岡　正　雄　　協同組合神戸タグ協会理事長

　　〃　　　　小　幡　　　斉　　大阪府タグ事業協同組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　金森　高介　次長兼業務課長)

　　〃　　　　木　附　　　登　　堺・泉北臨海特別防災地区協議会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　永瀬　真一　事務局長)

　　〃　　　　堀　口　貴　久　　堺泉北船舶安全協議会会長

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　相馬　洋　企画調整官)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　前田　竜之介　航行安全課海務第二係)

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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関係官公庁　　宮　本　勝　通　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　藤田　優海　航行安全課第一海務係)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　滝澤　優　航行安全課第一海務係長)

　　〃　　　　川　畑　照　司　　堺海上保安署長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　喜多　達也　次長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　村　岡　英　一　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　富田　真史　船舶安全環境課長)

　　〃　　　　黒　澤　　　茂　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　薮内　直也　船舶安全環境課長)

　　〃　　　　中小路　和　司　　大阪港湾局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　原田　寿里　施設管理部海務課係員)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　松﨑　隼人　泉州港湾・海岸部施設管理

　　〃　　　　長谷川　憲　孝　　神戸市港湾局長

委　託　者（大阪湾LNGシッピング（株）およびその出資者）

　　　　　　＜大阪ガスインターナショナルトランスポート（株）＞

　　〃　　　　山　田　裕　久　　技術部長

　　〃　　　　高　橋　秀　真　　技術部

　　　　　　＜ＮＳユナイテッドタンカー(株)営業部＞

　　〃　　　　小　林　　　稔　　常務取締役

　　〃　　　　今　岡　孝　之　　営業部長

　　　　　　＜ＮＳユナイテッドタンカー(株)船舶部＞

　　〃　　　　藤　丸　美　幸　　取締役船舶部長

　　〃　　　　田　畑　晴　久　　船舶部部長代理

　　〃　　　　横　山　　　幹　　　〃　部長代理

　　〃　　　　洲　鎌　洋　康　　　〃　部長代理

関　係　者（大阪ガス(株)）

　　〃　　　　天　辰　弘　二　　海事担当部長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

運営課係員)

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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事　務　局　　藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会情報システム管理部長

　　〃　　　　高　橋　浩　子　　(株)日本海洋科学ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ神戸支店支店長代理

　　〃　　　　岡　嶋　祥　子　　　　　　　〃　　　　　　 〃 　　　　コンサルタント
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神戸空港整備事業に伴う航行安全対策検討調査
第１回委員会

１　日　　　時　　令和７年１２月１６日（火）１３：３０～１５：３０

２　場　　　所　　神戸駅前研修センター 3階　307号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）神戸空港の滑走路移設に係る整備事業の概要について

　　（３）神戸港の航行環境について

　　（４）神戸空港における滑走路移設に伴う航行安全性について

　　（５）神戸空港における滑走路移設に伴う航行安全対策について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案）

　　（２）検討資料委１－２ 整備事業の概要（案）

　　（３）検討資料委１－３ 神戸港の航行環境（案）

　　（４）検討資料委１－４ 滑走路移設に伴う航行安全性の検討（案）

　　（５）検討資料委１－５ 航行安全対策（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の神戸市港湾局 副局長 小嶋 省一 様より挨拶が行われた。

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、委員長の選任を行い、古莊 雅生 委

　　員が委員長に選任された。以後委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　古　莊　雅　生　　神戸大学名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　石　黒　一　彦　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　三　原　重　輝　　三菱重工業(株)神戸艦船製造部船渠長 ※

　　〃　　　　芝　本　　　明　　川崎重工業(株)神戸造船工場基幹職 ※

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　石定　正則　専務理事)

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　石　田　竜　也　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　久保　信治　業務委員)

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　神戸起重機船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　黒﨑　昭夫　業務委員)

　　〃　　　　谷　内　政　彦　　神戸サイロ協議会事務局幹事

　　〃　　　　川　橋　利　明　　全国内航タンカー海運組合関西支部長

　　〃　　　　安　岡　正　雄　　協同組合神戸タグ協会理事長

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　吉　岡　幸　治　　神戸港湾労働組合協議会議長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　昭徳　事務局長)

　　〃　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ



－60－

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　久内　和彦　航行安全課専門官)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　滝澤　優　航行安全課第一海務係長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　松岡　慎介　安全計画課計画調査係長)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　黒　澤　　　茂　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

オブザーバー　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西エリア統括マネージャー

　　〃　　　　中　野　達　彦　　　　　　　〃　　　神戸港グループリーダー

委　託　者　　小　嶋　省　一　　神戸市港湾局副局長

　　〃　　　　村　井　宏　一　　　　 〃 　　海務課課長

　　〃　　　　畔　上　　　慧　　　　 〃 　　空港整備課課長

　　〃　　　　柴　田　雄　輝　　　　 〃 　　　　〃　　係長

　　〃　　　　石　井　聖　也　　　　 〃 　　　　〃　　係員

関係事業者　　川　口　和　行　　関西エアポート神戸(株)神戸空港本部神戸運用部施設

　　〃　　　　岡　本　和　孝　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

設備ｸﾞﾙｰﾌﾟ調査役

ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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南海トラフ地震臨時情報発表時における対応状況の

検証と課題に関する調査研究

第２回委員会

１　日　　　時　　令和７年１２月２２日（月）１３：３０～１５：１０

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター 5階 503～504号会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）AISデータによる船舶動静の解析結果について

　　（２）アンケート調査分析結果について

　　（３）課題の抽出について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ AISデータによる船舶動静の解析実施結果（案）

　　（２）検討資料委２－２ アンケート調査分析結果（案）

　　（３）検討資料委２－３ 課題の抽出（案）

　　（４）参考資料委２－１ 南海トラフ地震臨時情報伝達要領及び発動要件

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　橋　本　孝　亮　　内海水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　宮　　　昭　久　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　〃　　　　川　橋　利　明　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

関係官公庁　　境　　　祥　光　　第五管区海上保安本部警備救難部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　柳　兼一　環境防災課長)

　　〃　　　　山　﨑　哲　也　　第五管区海上保安本部海洋情報部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　福良　博子　監理課長)

　　〃　　　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　北村　友佐　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　新角　伸浩　航行安全課専門官)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備補償課長)

　　〃　　　　村　岡　英　一　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　黒　澤　　　茂　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　田　利　信二朗　　大阪管区気象台気象防災部地震津波対策調整官

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　坂井　めぐみ　気候変動・海洋情報調整官)

　　〃　　　　宮　下　明　子　　大阪港湾局施設管理部海務課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西村　和展　海務課担当係長)

　　〃　　　　前　田　直　昭　　兵庫県土木部港湾課長

　　〃　　　　村　井　宏　一　　神戸市港湾局海務課長

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ



－63－

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　倭　文　はるか　　　　　　　〃　　　　　　総務部長補佐

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　㈱日本海洋科学神戸支店支店長代理

　　〃　　　　中　末　陽　介　　㈱日本海洋科学経営企画グループ調査役



会 務 報 告
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第１２２回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和７年１０月１５日（水）１２:００～１２:５０

２　場　　　所　　神戸海難防止研究会　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授

　　　　　 〃　　　　 橋　本　孝　亮　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃　　　　 山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃　　　　 小　林　靖　匡　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃　　　　 中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　 〃　　　　 増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃　　　　 岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃　　　　 葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務　 局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃　　　　 井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

　　　　　 〃　　　　 藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会情報

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和８年度 日本海事センターへの補助金交付申請について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　(公財)日本海事センターへの補助金交付申請について

以　上　

議　　　  長
代 表 理 事

システム管理部長
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第１２３回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和７年１１月１９日（水）１２:００～１２:５５

２　場　　　所　　神戸海難防止研究会　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授

　　　　　 〃 　　　　 橋　本　孝　亮　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　 山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　 小　林　靖　匡　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　 中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　副会長)

　　　　　 〃 　　　　 増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　 岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　 葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務　 局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃         井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

　　　　　 〃　　　　 藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会情報

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　令和８年度事業計画書・収支予算書（案）

以　上　

議　　　  長
代 表 理 事

システム管理部長
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第４２回　通常理事会議事録

１　日　　　時　　令和７年１２月４日（木）　１６時００分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　１６時２９分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　　　　　 神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　　　　　　　　　　　　 ４階「銀河」

３　理　事　数　　１７名

　　出 席 理 事　　１５名

　(1)　会場出席理事　１３名

　　　 堀　　　眞　琴　　奥　田　成　幸　　橋　本　孝　亮　　小　林　靖　匡　　

　　　 奥　原　德　男　　山　田　哲　也　　中　村　紳　也　　松　島　義　樹

　　　 増　子　祐　司　　德　丸　健　嗣　　三　原　重　輝　　石　倉　　　歩　

　　　 岡　本　龍　太

　(2)　ＷＥＢ出席理事　２名

　　　 倉　田　雄　二　　平　山　勝　敏

４　幹 事 数 　３名　

　　出席監事　３名　

  芝　本　　　明　　渡　邉　康　夫　　葛　西　正　記　

５　議　　　案

　　　第１号議案　令和８年度事業計画及び収支予算書案について

　　　第２号議案　特定費用準備資金資産の取崩しについて

　　　第３号議案　その他

６　報告事項

　　　代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況
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７　議事の経過概要及びその結果

　　　１６時００分に開会、事務局から本日の出席理事は、会場出席１３名、ＷＥＢ会議シ

　　ステム出席２名の計１５名で、ＷＥＢ会議システムが出席者の音声と映像が即時に他の

　　出席者に伝わり、適時的確な意見表明が互いにできる仕組みとなっていることが確認

　　されたことから、理事総数１７名の過半数に達しており、定款第４２条（定足数）の規

　　定により本理事会が成立する旨報告した。

　　　堀眞琴会長が挨拶を行った後、定款第４１条第２項の規定に基づき議長となり、本日

　　の議事録の署名について定款第４５条に基づき、代表理事の堀眞琴会長と出席監事の芝

　　本明氏、葛西正記氏及び渡邉康夫氏が行うこととして議案の審議に入った。

〇　第１号議案　令和８年度事業計画書及び収支予算書案について

　　　事務局から資料１により令和８年度事業計画及び収支予算案について説明が行われ

　　た。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

〇　第２号議案　特定費用準備資金資産の取崩しについて

　　　事務局から資料２により特定費用準備資金資産の取崩しについて説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、渡邉監事から「カメラ監視装置の購入・設置

　　はいつ頃になるのか」との質問があり、奥原専務理事が「カメラは受注生産になるこ

　　となどから、来年度の購入・設置を予定している」旨の回答を行ったところ、渡邉監

　　事から「来年度の設備投資予定として、資金調達及び設備投資の見込みを記載した書

　　類への記載を行っていただきたい」旨の発言があり、事務局がこれを了解した。

　　　そのほか発言がなかったことから、議案の可否を議場に諮ったところ、満場一致で

　　原案のとおり可決された。

　　　議長が、他に議案はないか発言を求めたところ、事務局から他に議案はないと報告

　　が行われ、また、議場からの発言もなかった。

　　　提出議案全ての審議終了後、代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況について、

　　席上配付の資料３（報告事項）に基づき奥原専務理事から報告がなされた。
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　　　以上で、議長は、本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１６時２９分に閉会し  

　　た。

　　　　　　　　　　　令和７年１２月４日

　　　　　　　　　　　　代表理事　　　　堀　　　眞　琴

　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　芝　　本　　明

　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　渡　邉　康　夫

　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　葛　西　正　記
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第２７回　徳島小松島港内の衝突事故に関する一考

　海上保安大学校名誉教授　 

　　神戸大学リサーチフェロー　

松　本　宏　之　 　　

　港湾統計に基づく入港船舶隻数ランキング（総トン数5トン以上）によれば、外航船部門

では横浜、名古屋、神戸、東京、大阪のような大規模港湾が並ぶが、内航船部門および総

合計（外航船＋内航船）では厳島、土生などの地方港湾が上位2港となる。このうち厳島は

日本三景の宮島の入り口となる港なので有名だが、土生という港湾を知る人は少ないので

はないだろうか。ちなみに土生はハブと読み、広島県の因島にある小さな港である。両港

は桟橋がいくつかあり、フェリーや高速艇などの定期旅客船がひっきりなしに離着桟する

ので必然的に入港隻数は多くなるが、意外にも大きな衝突事故が発生したという報道にふ

れたことはない。おそらく毎日定められた時刻に離発着が繰り返され、相手船の行動も操

縦性能も互いに把握したうえで操船できるので、危険回避が比較的容易なのではないだろ

うか。

　ところが一般船舶の通常の出入港では、不特定多数の船舶と接近することが多いことか

ら、相手船の行動を読みづらく、かつ通常は低速力のために風や潮の影響を受けやすいの

で操縦性能が悪い状況にあり、危険な見合い関係となることもある。また出入港時は、一

定の同一進路や同一速力を前提とする横切りや行き会いのような定型的航法が適用される

ことはほとんどなく、非定型的航法が適用されることが多いために明確な行動規範を見出

しづらい状況となっている。

　さて平成17年4月11日の朝、徳島小松島港において、フェリー専用岸壁を離岸して回頭水

域に向けて後進しながら出港中の旅客船フェリーくまの（総トン数2137トン）と、離岸し

て右回頭しながら出港中の貨物船第十八蛭子丸（総トン数199トン）が衝突し、両船に損害

が発生した（視界良好、風力4）。海難審判の第一審では、第十八蛭子丸側が船員の常務

（相手船の進行方向に向け進出、衝突回避措置）不遵守を根拠に主因とされ、フェリーく

まの側が警告信号不履行、船員の常務（衝突回避措置）不遵守を根拠に一因とされた。と

ころが第二審では、第十八蛭子丸側が船員の常務（衝突回避措置）不遵守、フェリーくま

の側が動静監視不十分、船員の常務（衝突回避措置）不遵守に変更され、主因一因の区別

はされなかった。受審人についても、第一審ではフェリーくまの船長が戒告、第十八蛭子

丸船長が業務停止1箇月だったが、第二審では両人とも戒告となった（参照：拙稿、海保大

研究報告第60巻第2号）。

　このような後進中の船舶と回頭中の船舶の衝突事故は珍しく、いろいろな要因が重なり

合って発生したものと思われるが、どちらの船舶が避航するのかといった明確なルールは

なく、最終的には両船が船員の常務としての衝突回避措置によって未然に防止しなければ

ならないのがむつかしいところである。すなわち法的にいえば、徳島小松島港は港則法に

船 舶 交 通 随 感
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定める特定港で、まず港則法の航法の適用が考えられるが、特別法たる港則法には適用す

べき航法は見当たらないので一般法たる海上衝突予防法の航法が適用される。今回の事例

は後進中の船舶と回頭中の船舶との見合い関係となるが、海上衝突予防法の第二章に定め

る航法には該当する条文がないので、第五章に定める船員の常務に基づいた航法をとるこ

とになる。ところが船員の常務という法的概念は、以前の船舶交通随感でも紹介したよう

にきわめて難解なものである。

　裁決では、フェリーくまの側が第十八蛭子丸の動静を十分に監視していれば、同船が自

船の回頭水域に向けて回頭し、衝突のおそれがあることを認めることができ、速やかに行

きあしを止めるなどの措置をとることによって衝突を回避できたものと認められるとして、

蛭子丸と譲り合って操船するよう求めている。また蛭子丸側についても、フェリーくまの

の後進方向に向けて回頭しながら進行しなければ衝突は回避できたものと認められるとし

て、行きあしを止めるなどの衝突を避けるための措置をとるよう求めている。これらが衝

突回避措置の具体的な内容であるが、船員の常務の概念として説明されているように、一

般の船員であれば当然知っているような常識的な行為が要求されている。一方、裁決の原

因の考察では、衝突との因果関係があるとは認められないものの、両船に対してVHF電話で

事前に連絡をとりあっていれば、出港順を打ち合わせることができるので海難防止に有効

であるとしている。もちろん適切な見張りを実施して、緊迫する状況になる前に安全サイ

ドにたって、やるべきことやできることを早めに履行することが肝要であることは言うま

でもないが、せっかく搭載しているのだから、VHF電話を積極的に有効活用してほしいもの

である。

　ところで、この徳島小松島港で発生した衝突事故の刑事処分においては、第十八蛭子丸船

長が罰金20万円（徳島簡易裁判所H19.1.6）、フェリーくまの船長が起訴猶予（H18.12.12）

となっており、そのような刑事処分結果に至る詳細な理由はわからないが、刑罰の軽重を

単純に比較すると第十八蛭子丸船長の方が重くなっているように思われる。また両者の刑事

処分の言い渡しは、海難審判の第一審（H18.1.31）の結果が出た後、かつ第二審（H9.2.7）

の結果が出る前に行われており、時系列的にいえば海難審判の第一審の懲戒処分、刑事処

分、海難審判の第二審の懲戒処分の順となっている。前述したように、第一審の懲戒処分

では第十八蛭子丸船長が業務停止1箇月、フェリーくまの船長が戒告となっており、懲戒の

軽重を比較すると第十八蛭子丸船長の方が重くなっているが、第二審では両人とも同じよ

うに戒告となっている。

　もちろん司法判断が海難審判の判断に拘束されることはなく、また刑事処分と懲戒処分

はまったく異なる性格を有しているので関連性に言及すべきではないかもしれないが、刑

事処分の軽重の傾向が、先に言い渡された海難審判の第一審の懲戒処分の傾向と同じで、

刑事処分の直後に言い渡された海難審判の第二審の傾向と異なっていることは興味深いと

ころである。余談になるが、フェリーくまのは事故後に売却され、AIS船舶位置情報によれ

ば現在もフィリピンで就航中のようである。わが国で建造されて、多くの車両と乗客を運

んだフェリーではあるが、安全第一、海外においては余生を事故なく活躍してほしいもの

である。





－75－

○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ7．１０．１～Ｒ7．１２．３１）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所

10.15

10.22

10.28

11.11

11.19

〃　

11.20

12. 4

12.15

12.16

12.22

（水）

（水）

（火）

（火）

（水）

〃

（木）

（木）

（月）

（火）

（月）

1200

1500

1330

1400

1200

1500

1400

1600

1400

1330

1330

神戸海難防止研究会会議室

高知城ホール

神戸駅前研修センター

神戸駅前研修センター

神戸海難防止研究会会議室

神戸市中央区文化センター

神戸海難防止研究会会議室

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

神戸駅前研修センター

神戸駅前研修センター

三宮コンベンションセンター

第122回業務運営会議

第12回地域部会兼第121回月例会

新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工

に関わる航行安全対策検討（第一段階）調査

第１回委員会

LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討

調査（播磨地区）第２回委員会

第123回業務運営会議

第122回月例会

大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境構築

に関する調査研究第１回検討部会（Web開催）

第42回通常理事会

LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討

調査（大阪湾地区）第２回委員会

神戸空港整備事業に伴う航行安全対策検討調査

第1回委員会

南海トラフ地震臨時情報発表時における対応状

況の検証と課題に関する調査研究第２回委員会
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